
◆平成 30年度市民懇談会（議会報告会）アンケート結果 

 

1 ワークショップ形式による市民懇談会について 

とても満足 17 どちらかとい

うと満足 

26 どちらとも言

えない 

19 どちらかと言う

と不満 

3 

とても不満 1       

不満の理由：参加者が少なすぎる 

2 次回も参加するか 

する 59 しない 6     

参加しない理由：参加者が増えないと行く気もしない 

解決案、回答がない 意見が反映されていない 

3  議会だよりについて 

毎回見ている 45 時々見ている 20 ほとんど見ない 4   

見ない理由：面白くない 時間がない 

4  議会の傍聴について 

傍聴したこと

がある 

14 テレビ中継を

見た 

29 インターネッ

ト中継を見た 

2 音声放送を聞い

た 

5 

傍聴もテレビ

中継も見たこ

とが無い 

26       

5  市議会の情報は十分伝わっているか 

十分伝わって

いる 

5 どちらかとい

うと伝わって

いる 

22 どちらとも言

えない 

25 どちらかと言う

と伝わっていな

い 

19 

全く伝わって

いない 

1       

市議会への要望 

・市民局と一体となって施策の展開をしてもらいたい。 

・いろいろな意見を一杯聞いて反映させてもらいたい。 

・今日は大変貴重な時間であったと思う。市政をこれからも聞かせていただきたい。 

・行政の諮問機関として助言、修正等方向性の確認と市民の声を生かすようお願いしま

す。 

・議員さんに支払われているのは給料（賃金）ではなく、報酬だと思いますのでそれを反

映できる活動をして欲しいと思います。市民の参加が増えるように考えてもらえば。 

・市長の言いなりになっている。そんなんだったら誰でもできる。気骨のある議員はいな

いのか。勉強不足だ。 
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・各自治会が積極的に声かけをして決して一人暮らしの人が孤独死のない地域にみんな

でしていけたら良いと思うモデル地区を造っていく。 

・活発な議会討論を期待する。 

・より良い市にしてください。 

・本日のたくさんの要望、意見等が前向きに考えられますように。 

・開かれた議会として年に 2～3回は懇談会をやってもらいたい。 

・姫路の病院等に脳梗塞等で入院された方が宍粟総合病院に帰ってこられず市外の病院

へ転院を繰り返す状態である。総合病院の充実を。 

・がんばってください。 

・宍粟市はひとつと言われるがやはり北部と南部とは差があるように思う。このままで

は北部はますます人が減り元気も無くなっていくように感じて心配している。 

・市民の声に真摯に向き合い宍粟市全域が公平に活発化し市民が安心して生活できるよ

う一層の取り組みを望む。皆さんの任期は 4年しかないのですから・・・声無き声を聴く

姿勢を。 
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